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営業企画推進部 
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東京都千代田区丸の内一丁目４番５号 

URL:http://www.am.mufg.jp/ 

受益者のみなさまへ 
 

 平素は格別のご愛顧を賜り厚く御礼申し上げます。 

 さて、お手持ちの「三菱ＵＦＪ 東京関連ファンド

（米ドル投資型）2014-01」は、約款の規定に基づき、

先般ご案内申し上げました予定通り、１月20日に繰り上

げて償還させていただきました。ここに謹んで運用経過

と償還内容をご報告申し上げます。 

 今後とも引き続きお引き立て賜りますようお願い申し

上げます。 

 

 

当ファンドの仕組みは次の通りです。 
 
商品分類 単位型投信／国内／資産複合 

信託期間 
2015年１月20日[当初、2019年１月15日]まで

（2014年１月17日設定） 

運用方針 

わが国の株式および不動産投資信託証券を主

要投資対象とし、主として値上がり益の獲得

をめざします。 

銘柄選定にあたっては、東京圏の経済活性化

により恩恵を受けると期待される銘柄に投資

を行います。 

株式および不動産投資信託証券の組入比率は

原則として高位を保ちます。 

保有円建て資産について、円売り・米ドル買

いの為替取引を行います（このため、基準価

額は米ドルの対円での為替変動の影響を受け

ます。）。この為替取引を行うにあたって

は、主として外国為替予約取引等を活用しま

す。 

基準価額（１万口当たり。以下本項において

同じ。）が12,000円以上となった場合には、

安定運用に切り替えた後、速やかに信託を終

了させます。ただし、基準価額が12,000円以

上となってから信託を終了させるまでの市況

動向や売却コスト等により、基準価額もしく

は償還価額が12,000円以下となることがあり

ます。 

主要運用対象 
わが国の金融商品取引所に上場している株式

および不動産投資信託証券を主要投資対象と

します。 

主な組入制限 

株式への投資割合に制限を設けません。 

不動産投資信託証券への投資割合は、信託財

産の純資産総額の30％以下とします。 

外貨建資産への投資割合に制限を設けませ

ん。 

分配方針 

元本超過額または経費等控除後の配当等収益

のいずれか多い額を分配対象額とし、分配金

額は、基準価額水準、市況動向等を勘案して

委託会社が決定します。ただし、分配対象収

益が少額の場合には分配を行わないことがあ

ります。 
 
※当ファンドは、課税上、株式投資信託として取り扱われます。 
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○設定以来の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額

受 益 者
利 回 り

株   式
組 入 比 率

株   式 
先 物 比 率 

投 資 信 託 
証   券 
組 入 比 率 

元 本
残 存 率(分配落)

税 込 み 
分 配 金 

期 中
騰 落 額

期 中
騰 落 率

(設定日) 円 銭 円 円 銭 ％ ％ ％ ％ ％ ％

2014年１月17日 10,000 － － － － － － － 100.0

１期(2015年１月15日) 11,939 0 1,939 19.4 19.4 － － － 32.7

(償還時) (償還価額)    

２期(2015年１月20日) 11,936.67 － △ 2.33 △ 0.0 19.2 － － － 32.7
 
（注）設定日の基準価額は、設定時の価額です。 
（注）当ファンドは、わが国の金融商品取引所に上場している株式および不動産投資信託証券を主要投資対象とし、主として値上がり益の

獲得をめざしますが、特定の指数を上回るまたは連動をめざした運用を行っていないため、また、値動きを表す適切な指数が存在し
ないため、ベンチマークおよび参考指数はありません。 

（注）「株式先物比率」は買建比率－売建比率。 

 

○当期中の基準価額等の推移 

年 月 日
基 準 価 額 株   式

組 入 比 率
株   式 
先 物 比 率 

投 資 信 託
証   券
組 入 比 率 騰 落 率

(期  首) 円 銭 ％ ％ ％ ％

2015年１月15日 11,939    － － － －

(償還時) (償還価額)  

2015年１月20日 11,936.67 △0.0 － － －
 
（注）騰落率は期首比。 
（注）「株式先物比率」は買建比率－売建比率。 
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運用経過

設定来の基準価額等の推移について （第１期～第２期：2014/１/17～2015/１/20）

基準価額の動き 償還価額は設定時に比べ19.4％の上昇となりました。

基準価額の主な変動要因

上昇要因
国内株式市場およびリート市場全体の上昇と、組入を行った個別銘柄の上昇、
為替市況が円安・ドル高に推移したことが基準価額の上昇要因となりました。

第１期首 ： 10,000円
第２期末 ：11,936.67円

（既払分配金 0円）
騰落率 ： 19.4％
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基準価額等の推移
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（注）東証株価指数（ＴＯＰＩＸ）は、東京証券取引所第一部に上場

する内国普通株式全銘柄を対象として算出した指数で、わが国

の株式市場全体の値動きを表す代表的な株価指数です。東証Ｒ

ＥＩＴ指数とは、東京証券取引所に上場している不動産投資信

託全銘柄を対象として算出した指数です。ＴＯＰＩＸおよび東

証ＲＥＩＴ指数に関する知的財産権その他一切の権利は東京証

券取引所に帰属します。東京証券取引所は、ＴＯＰＩＸおよび

東証ＲＥＩＴ指数の算出もしくは公表の方法の変更、ＴＯＰＩ

Ｘおよび東証ＲＥＩＴ指数の算出もしくは公表の停止またはＴ

ＯＰＩＸおよび東証ＲＥＩＴ指数の商標の変更もしくは使用の

停止を行う権利を有しています。
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140

設定時 2014/３/14 2014/７/10 2014/11/６ 信託終了日

東証株価指数（ＴＯＰＩＸ）

東証ＲＥＩＴ指数

（ご参考）
株式・リート市況の推移

（設定時を100として指数化）

投資環境について （第１期～第２期：2014/１/17～2015/１/20）

◎国内株式市況
・国内株式市況は設定時から2014年５月下
旬にかけては、米国金利低下などによる
円高進行や消費税率引き上げによる影響
などから、上値の重い展開となりまし
た。

・６月上旬から９月下旬にかけては、米国
中心に海外の景況感が改善したことに加
えて、政府の成長戦略に対する期待が高
まったことや外国為替市場で円安・ドル
高が進行したことなどから、国内企業業
績の改善が意識され、国内株式市況は上
昇基調で推移しました。

・10月上旬以降は、国内株式市況は大きく
調整した後、再び大きく上昇する局面と
なりました。欧州や中国景気に対する懸
念の高まりや米国で初めてエボラ出血熱
感染者が出たことなどから、世界的にリ
スク回避の流れが一時的に強まりました
が、日銀が追加金融緩和を決定したこと
やＧＰＩＦ（年金積立金管理運用独立行
政法人）が国内株式や外国証券の資産構
成割合の引き上げを決定したことなどか
ら、円安・ドル高が急速に進行し、企業
業績の改善期待が高まったことなどを背
景に上昇しました。

◎国内ＲＥＩＴ市況
・設定以来のリート市況は公募増資が多く
発表されたことが上値の重しとなりまし
たが、分配金利回りの高さに着目したイ
ンカムゲイン（利息収入）獲得のための
投資信託などからの資金流入が継続した
ことやＧＰＩＦによるリート投資の開始
が発表されたことなどもあって上昇基調
をたどりました。
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当該投資信託のポートフォリオについて

＜第１期（設定時～第１期末：2014年１月17日～2015年１月15日）＞
基準価額は19.4％の上昇となりました。

・「東京圏」の経済活性化によって恩恵を受けることが期待される、「不動産・インフラ」
「交通・物流」「消費・サービス」「観光」などの投資テーマに合致した銘柄を選定し、そ
の中から「東京圏」における売上・収益依存度の高い銘柄や「東京圏」における今後の売
上・収益拡大期待の高い銘柄を厳選して投資することにより、値上がり益の獲得をめざしま
した。

・また、保有円建て資産について、円売り・米ドル買いの為替取引を行いました。
・組入銘柄は概ね60銘柄程度で推移させました。株価水準と企業の競争力や業績の変化などを
勘案し、より割安と判断される銘柄への入れ替えを機動的・継続的に行いました。設定時に
60銘柄程度を組み入れた後、期中に京成電鉄やレーサムなどを追加で組み入れました。ま
た、大和ハウス工業や東京急行電鉄などを全株売却しました。以上の投資判断の結果、組入
銘柄の株価上昇により、基準価額が19.4％上昇しました。

（プラス要因）
◎銘柄
・オリエンタルランド：東京ディズニーリゾートを運営、場内のレストランやキャラクター商
品の販売も行う。円安進行による外国人客の増加や景気回復に伴う堅調なレジャー需要に期
待し設定時より保有。消費税増税の影響が懸念されたものの、入園者数は好調に推移し、株
価は堅調に推移。

・エヌ・ティ・ティ都市開発：大手町など東京都内に好物件を数多く保有。リーシング力強化
による既存ビル空室率改善や品川で開発中の新ビル貢献など、今後の業績反転を期待し設定
時より保有。東日本旅客鉄道による品川再開発の報道で新ビルの競争力向上が見込まれると
の期待もあって、株価は堅調に推移。

90

100

110

120

設定時 2014/３/17 2014/７/11 2014/11/７信託終了日

為替レート（円・ドル）

（ご参考）
為替市況の推移

（設定時を100として指数化）

◎為替市況
・設定以来の為替市場は、ＦＯＭＣ（米連
邦公開市場委員会）による量的緩和の終
了決定などにより日本と米国の金利差拡
大が意識されたことなどから、円安・ド
ル高基調の動きとなりました。
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（マイナス要因）
・野村不動産ホールディングス：「プラウド」ブランドなどのマンション開発に強み。東京都
内にオフィスビルも数多く保有。マンション販売の好調持続に期待し設定時より保有したも
のの、建設工事における労務費や資材価格上昇が分譲事業の収益性低下へつながるとの懸念
が株価に反映されマイナスに影響。

・東急不動産ホールディングス：東急電鉄系の総合不動産会社。中規模ビルの開発に強みがあ
り、テナント入居率は良好。渋谷再開発による中長期的な収益性向上に期待し設定時より保
有したものの、新宿の大規模商業施設売却により賃料収入が減少するとの見通しが株価に反
映されマイナスに影響。

米ドルの短期金利は円の短期金利に対して低水準ながらも高位で推移したため、これら２通貨
間の金利差を背景とした為替取引によるプレミアム（金利差相当分の収益）は、わずかにプラ
スに寄与しました。

以上の結果、2014年12月26日に繰上償還の条件である12,000円を上回ったことから、2015年１
月20日に繰上償還することが決定しました。12月26日の繰上償還決定後、速やかにコール・
ローン等安定運用に切り替えました。

＜第２期（第１期末～信託終了日：2015年１月16日～2015年１月20日）＞
償還価額は安定運用に切り替えていたため第１期末とほぼ変わらない水準となりました。

繰上償還に向けて、コール・ローン等の安定運用を行いました。

当該投資信託のベンチマークとの差異について

・当ファンドは、わが国の金融商品取引所に上場している株式および不動産投資信託証券を主
要投資対象とし、主として値上がり益の獲得をめざしますが、特定の指数を上回るまたは連
動をめざした運用を行っていないため、また、値動きを表す適切な指数が存在しないため、
ベンチマークおよび参考指数はありません。

・従って、ベンチマークおよび参考指数との対比は表記できません。

分配金について

信託期間中の収益の分配はありません。

償還価額

償還価額は11,936円67銭となりました。

信託期間中はご愛顧を賜り、誠にありがとうございました。
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○1万口当たりの費用明細 (2015年１月16日～2015年１月20日) 

項 目 
当 期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率

  円 ％  

（a） 信 託 報 酬 3  0.023 (a)信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率 

 （ 投 信 会 社 ） ( 1)  (0.010) ファンドの運用・調査、受託会社への運用指図、基準価額の算出、目論見書等
の作成等の対価 

 （ 販 売 会 社 ） ( 2)  (0.013) 分配金・償還金・換金代金支払等の事務手続き、交付運用報告書等の送付､購
入後の説明・情報提供等の対価 

 （ 受 託 会 社 ） ( 0)  (0.001) 投資信託財産の保管・管理､運用指図の実行等の対価 

（b） そ の 他 費 用 0   0.000  (b)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数 

 （ 監 査 費 用 ） ( 0)  (0.000) ファンドの決算時等に監査法人から監査を受けるための費用 

 合 計 3   0.023   

期中の平均基準価額は、11,936円です。  

 
（注）各期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は、解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結果

です。 
（注）消費税は報告日の税率を採用しています。 
（注）各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してあります。 
（注）各項目の費用は、このファンドが組み入れている投資信託証券（マザーファンドを除く。）が支払った費用を含みません。 
（注）当該投資信託証券の直近の計算期末時点における「１万口当たりの費用明細」が取得できるものについては「組入れ上位ファンドの

概要」に表示することとしております。 
（注）各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を各期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ごと

に小数第３位未満は四捨五入してあります。 
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○株式売買比率 (2015年１月16日～2015年１月20日) 

 

 該当事項はございません。 

 

○利害関係人との取引状況等 (2015年１月16日～2015年１月20日) 

 

 該当事項はございません。 

 
利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第１項に規定される利害関係人です。 

 

○組入資産の明細 (2015年１月20日現在) 

 

 信託終了日現在、有価証券等の組入れはございません。 

 

○投資信託財産の構成 (2015年１月20日現在) 

項 目 
償 還 時 

評 価 額 比 率 

 千円 ％

コール・ローン等、その他 13,313,309 100.0

投資信託財産総額 13,313,309 100.0
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○資産、負債、元本及び償還価額の状況 （2015年１月20日現在) 

項 目 償 還 時 

  円

(A) 資産 13,313,309,662  

 コール・ローン等 13,313,288,161  

 未収利息 21,501  

(B) 負債 23,827,859  

 未払解約金 20,772,664  

 未払信託報酬 3,050,080  

 その他未払費用 5,115  

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 13,289,481,803  

 元本 11,133,320,322  

 償還差益金 2,156,161,481  

(D) 受益権総口数 11,133,320,322口

 １万口当たり償還価額(Ｃ／Ｄ) 11,936円67銭
 
＜注記事項＞ 
 設定年月日  2014年１月17日 
 設定元本額 34,001,170,501円 
 期首元本額 11,150,770,641円 
 元本残存率      32.7％ 

○損益の状況 (2015年１月16日～2015年１月20日) 

項 目 当 期 

  円

(A) 配当等収益 109,067  

 受取利息 109,067  

(C) 信託報酬等 △    3,055,195  

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) △    2,946,128  

(E) 前期繰越損益金 2,162,429,954  

(F) 解約差損益金 △    3,322,345  

 償還差益金(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ＋Ｇ) 2,156,161,481  

 
（注）(C)信託報酬等には信託報酬に対する消費税等相当額を含め

て表示しています。 
（注）(F)解約差損益金とあるのは、中途解約の際、元本から解約価

額を差し引いた差額分をいいます。 
 

 

○投資信託財産運用総括表 
 

信 託 期 間 
投資信託契約締結日 2014年１月17日 投資信託契約終了時の状況 

投資信託契約終了日 2015年１月20日 資 産 総 額 13,313,309,662円

区   分 投資信託契約締結当初 投資信託契約終了時 差引増減または追加信託
負 債 総 額 23,827,859円

純 資 産 総 額 13,289,481,803円

受益権口数 34,001,170,501口 11,133,320,322口 △22,867,850,179口 受 益 権 口 数 11,133,320,322口

元 本 額 34,001,170,501円 11,133,320,322円 △22,867,850,179円 １万口当たり償還金 11,936円67銭

毎計算期末の状況 

計 算 期 元 本 額 純資産総額 基準価額 
１万口当たり分配金 

金   額 分 配 率 

第１期 11,150,770,641円 13,313,200,595円 11,939円 0円 0％

信託期間中１万口当たり総収益金及び年平均収益率 1,936円67銭 19.1569％
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○償還金のお知らせ  

１万口当たり償還金（税込み） 11,936円67銭０厘 

所得税 296円60銭１厘 

地方税 96円83銭３厘 

源泉税合計 393円43銭４厘 

お手取り額 11,543円23銭６厘 
 
◆償還金は償還日から起算して5営業日までにお支払いを開始しております。 
◆課税上の取り扱い 
・個人受益者の場合、償還価額から取得費（申込手数料（税込）を含みます。）を控除した利益（譲渡益）が譲渡所得等として課税され、原
則として、20.315％（所得税15％、復興特別所得税0.315％、地方税５％）の税率による申告分離課税が適用されます。 

・特定口座（源泉徴収選択口座）を利用する場合、20.315％（所得税15％、復興特別所得税0.315％、地方税５％）の税率で源泉徴収され、
原則として、申告は不要です。 

 
※法人受益者に対する課税は異なります。 
※課税上の取扱いの詳細については、税務専門家等にご確認されることをお勧めします。 
※税法が改正された場合等には、上記内容が変更になることがあります。 
 

[ お 知 ら せ ] 
①投資信託約款第44条第２項に定める「基準価額（１万口当たり）が12,000円以上となった場合」に該当したため、繰上償還しました。 
（2015年１月20日） 
 

 




